
■ 生 息 環 境 の 確 保

【 配慮ポイント 】

・ 産卵および幼虫の生活場所と なる水草の生育、 底泥や砂礫底

　 のある流水環境に配慮する工夫が必要です。

水草と 底泥の創出

p.94

■ 移 動 経 路 の 確 保

ビオト ープネッ ト ワークの創出

【 配慮ポイント 】

・ 成虫は樹林や草地などで生活するため、 離れた水域の間を緑

　 地を経由して移動できるよ う に植裁を行います。

◆保全池・ ビオト ープの対象工法

◆環境配慮型水路の対象工法 

p.73

p.74

p.75

p.76

p.77

【 その他】

⑩植裁

【 水路護岸】

⑤土水路

⑥かご系

⑦木系

⑧自然石系

⑨二次製品系

水路護岸

その他

ハグロ ト ンボ

オニヤンマ

わが国最大級のト ンボで、

飛んでいる と き の羽音は

迫力すら感じさせます。

植物の多く 繁る水路沿いで、

黒い羽をはためかせて飛

ぶ優美な姿をみせてく れ

ます。

産卵 産卵

水田 水路 河川ため池樹林・ 草地 海

幼虫（ ヤゴ） は、 河川や水路に生息し、 ハグロ ト ンボの

よ う に水草につかまって生活するものや、 オニヤンマの

よ う に砂泥に潜って生活するものがいます。 成虫は周辺

の樹林や草地などで生活します。

： 生息環境： 本来の移動経路

： 主な生息環境

ハグロト ンボは、 本州、

四国、九州に分布します。

オニヤンマは北海道か

ら 沖縄ま で広く 分布し

ます。

水路や河川など水の流れのある場所に飛来するト ンボ類です。

眼は緑色

濃い緑色で光沢がある 黄色と 黒の縞模様が等間隔にはいる

チョ ウのよう に翅を

と じてと まる

流水性ト ンボ類
環境省レッ ド リ スト ： カテゴリ ーなし

環境省レッ ド リ スト ： カテゴリ ーなし

ハグロ ト ンボ　 Calopteryx atrata

オニヤンマ　 Anotogaster sieboldii

昆虫類
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■ 移 動 経 路 の 確 保
生息環境の連続性の確保

【 配慮ポイント 】

・ 上記の生息環境を連続的に確保するこ と によって、 生息域間の

　 移動経路も確保します。

■ 生 息 環 境 の 確 保

◆環境配慮型水路の対象工法 

緩流部と 水草・ 抽水植物の創出

p.73

p.75

p.76

p.77

p.78

◆保全池・ ビオト ープの対象工法 

常時湛水域の創出

◆保全池・ ビオト ープの対象工法

p.85

p.86

p.87

p.88

p.89

池、 水路、

湿地の創出
p.90

p.91

p.92

【 配慮ポイント 】

・ 生活の場と なる緩流域の形成、 水草の生育と 、 産卵環境と なる

　 抽水植物に配慮する工夫が必要です。

【 配慮ポイント 】

・ 生活の場と なる水草の生育、 越冬場所と なる常時湛水域を形成

　 させる工夫が必要です。

【 水路護岸】

【 池護岸】

①自然石系

②複合系

（ 捨石等による緩傾斜護岸）

③かご系

④木系

⑤二次製品系

【 池、 水路、 湿地の創出】

⑥保全池

⑦承水路

⑧耕作放棄地等の

　 ビオト ープ化

⑤土水路

⑦木系

⑧自然石系

⑨二次製品系

⑩複合系（ 井桁護岸）

水路護岸

池護岸

タガメ

コオイムシ
夏場に卵を背負ったオス を

見る こ と ができ ます。 近年

の乾田化によ り 、 こ う し た

姿を見る 機会も 少なく なっ

てきました。

大型で肉食性のタガメ は、

水田生態系の上位に君臨し

ます。 こ のため、 餌と なる

ド ジョ ウやカエルが減少す

ると 生息できなく なり ます。

産卵 産卵 産卵

水田 水路 河川ため池樹林・ 草地 海

ため池や水田、 水路の緩流部に生息します。 水草などに

ひそんで生活し、 昆虫や小動物を食べます。 春から初夏

に産卵し、 タガメ は抽水植物、 コオイムシはオスの背中

に産卵します。 常時湛水域の落ち葉の下などで越冬しま

す。

： 生息環境

： 主な生息環境

タ ガメ は、 北海道を

除く 日本全土に分布

しますが、局所的です。

コ オイ ムシは北海道

から 沖縄まで日本各

地に分布します。

タガメ は「 田んぼのカメ ムシ」 が名前の由来と 言われ、 体が大きく 、

水生昆虫の王様です。 コオイムシは「 子負虫」 の名前の通り 、 メ スは

オスの背中に卵を産み付けます。

伸び縮みする

呼吸管

鎌のよう な前肢で

獲物を捕獲する

翅で飛翔して

水場を移動

環境省ﾚｯﾄﾞ ﾘｽﾄ： 絶滅危惧Ⅱ類タ ガメ  Lethocerus deyrollei

コオイ ムシ Diplonychus japonicus

昆虫類

環境省ﾚｯﾄﾞ ﾘｽﾄ： 準絶滅危惧　
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■ 移 動 経 路 の 確 保
生息環境の連続性の確保

【 配慮ポイント 】

・ 上記の生息環境を連続的に確保するこ と によって、 生息域間の

　 移動経路も確保します。

■ 生 息 環 境 の 確 保

◆環境配慮型水路の対象工法 

水生植物・ 水草と 岸際の土の創出

◆保全池・ ビオト ープの対象工法 

常時湛水域の創出

◆保全池・ ビオト ープの対象工法

p.85

p.86

p.87

p.88

p.89

【 池護岸】

①自然石系

②複合系

（ 捨石等による緩傾斜護岸）

③かご系

④木系

⑤二次製品系

p.90

p.91

p.92

【 池、 水路、 湿地の創出】

⑥保全池

⑦承水路

⑧耕作放棄地等の

　 ビオト ープ化

【 配慮ポイント 】

・ 生活や産卵の場と なる水草・ 水生植物の生育、 幼虫の上陸の場

（ 蛹化場） と なる岸際の土の形成に配慮した護岸の工夫が必要です。

【 配慮ポイント 】

・ 生活場所と なる水草の生育、 越冬場所と なる常時湛水域を形成

　 させる工夫が必要です。

p.73

p.75

p.76

p.77

p.78

【 水路護岸】

⑤土水路

⑦木系

⑧自然石系

⑨二次製品系

⑩複合系（ 井桁護岸）

池、 水路、

湿地の創出

水路護岸

池護岸

ゲンゴロウ類は、 農薬や水質汚濁、 水路のコンク リ ート 化な

どにより 、 各地で急速に数を減らしています。

シャープゲンゴロウモド キは、 「 種の保存法」 によ り 、 国内

希少野生動植物種に指定されています。

シャープゲンゴロウモドキゲンゴロウ

産卵 産卵

水田 水路 河川ため池樹林・ 草地 海

水生植物が繁茂した池や水田、 水路に生息します。 初夏

に、 水草の茎の中に産卵します。 幼虫は岸際の土の中で

蛹になり ます。 秋に成虫と なり 、 常時湛水域で越冬しま

す。

： 生息環境

： 主な生息環境

北海道から 沖縄ま での

日本各地に分布します。

日本産ゲンゴロウ類の最大種。

背面は緑色を帯びた褐色で、 光沢が強い。 光の加減では緑色に輝く 。

オスの前あしは交尾の際、 メ スにく っつく 様に吸盤になっています。

上翅の縁は薄い黄色

呼吸は腹部背面と

上翅の間に空気を溜める

遊泳用に発達した後ろあし

環境省ﾚｯﾄﾞ ﾘｽﾄ： 準絶滅危惧

ゲンゴロ ウ類昆虫類

ゲンゴロウ　 Cybister japonicus
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■ 移 動 経 路 の 確 保
水域と 陸域と の連続性の確保

【 配慮ポイント 】

・ 上記の生息環境を確保するこ と によって、 幼虫の生息する水域

　 と 成虫の生息する陸域の移動経路を確保します。

■ 生 息 環 境 の 確 保

◆環境配慮型水路の対象工法 

土と コケのある護岸の創出

【 配慮ポイント 】

・ 幼虫の上陸場所と なる岸際の土と 産卵場所と なる岸際のコケの

　 形成に配慮した護岸と なるよ う な工夫が必要です。

p.73

p.74

p.75

p.76

p.77

【 水路護岸】

⑤土水路

⑥かご系

⑦木系

⑧自然石系

⑨二次製品系

水路護岸

【 備考】

・ 水際に中・ 高木を確保する と 、 成虫の昼間の休息場になり ます。

成虫

幼虫(下) と
　 　 カワニナ(上)

成虫は、 初夏に出現して、

発光する姿をみせてく れます。

幼虫はカワニナを食べて育

つため、 ゲンジボタルの保

全にはカワニナの保全も考

慮する必要があり ます。

産卵 産卵

水田 水路 河川ため池樹林・ 草地 海

幼虫は、 緩やかな流れの河川や水路に生息し、 カワニナ

を食べて育ちます。 幼虫は晩春に上陸して岸際の土の中

で蛹になり ます。 成虫は、 水辺の樹林や草地で活動し、

岸際のコケなどに産卵します。

： 生息環境： 本来の移動経路

： 主な生息環境

本州、 四国、 九州と 周

辺の島に分布し 、 水が

きれいな川に生息します。

清流を代表する生き物と して、 また夏の風物詩と して親しまれていま

す。 西日本（ 2秒間隔） と 東日本（ 4秒間隔） でオスの発光パターンが

異なり ます。

十字架状の黒い斑紋

腹面に発光器がある

環境省ﾚｯﾄﾞ ﾘｽﾄ： カテゴリ ーなしゲンジボタル  Luciola cruciata昆虫類

別名： 十文字ボタル、 オオボタル
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